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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　　　場所：メモリアルホール
テーマ：疥癬の予防と治療薬　　　　　　　　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・第7回院内研修
日時：12/14(木)、12/15(金)　17：30～18：30　　　　場所：メモリアルホール
テーマ：事故発生時の報告と記録について考える　　　講師：藤原　香織JGM
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修①

日　時：11月27日（月）～11月30日（木）の4日間
時　間：17：20～
場　所：病院2階　会議室
テーマ：「高齢者用アルコール依存症治療プログラムについて」
講　師：小川CP、小嶋SGM
対　象：看護職員
※当日の出欠予定の入力は各自で行うこと。

看護課共有→一般研修→出席表（高齢者用アルコール依存症治療プログラム）
・看護グループ内研修②
日時：12/7（木）17：20～　　場所：2階　会議室
テーマ：「暴力対応」　　　講師：西村　将JGM
対象：看護・介護職員

※当日の出欠予定の入力は各自で行うこと。

看護課共有→一般研修→出席表（暴力対応）
・インフルエンザの予防接種予定日について

日時：12/11（月）・19（火）15：00～16：00

場所：4階ユーティリティホール

料金：無料（予約制）

※接種予約は12/6（水）まで

　予約方法：WIZ感染委員会→インフルエンザ予防接種→名簿→★病院職員★
　青陽館は業務の都合により、指定された日時に行えない場合には、12/11以降に2人1組のペアで予防接種を行うこと。
・勤務変更について

　11/30・12/1　斎藤：ナイトケア→日勤　　　菅原：年休　　　ナイトケア：慶長　
　12/7　工藤：デイケア→年休

・12/16～1/15勤務表に一部変更あるので、各自確認しておくこと。

・法人忘年会について

　日時：12/25（月）　18：30～21：00　　場所：八戸プラザホテル　本館

　不参加届→夜勤・遅番者以外は12/8（金）までに、夜勤・遅番勤務者は勤務表が発表され次第、SGM・AOMの捺印済みで提出すること。

提出先：精神領域　金子真子さん

　余興→エントリー受け付けは12/15（金）17：00までに、エントリーシートを提出すること。提出先：精神領域　金子真子さん

・浜辺信明様の医療観察法によるケア会議開催について

　日時：12/20（水）15：00～16：00　　場所：病院2階　会議室

・看護グループ内研修で12/13（水）に救急対応について行う予定となっている。毎月実施しているので、今まで参加していないスタッフは年度内に1回は参加すること。
・納会が12/30（土）に行われるので、当日出勤スタッフは参加すること。
＜提出物＞

・11月月報～12/4（月）まで

・11月経過録～新書式をメールしてあるので、新書式に作成し、7日までにアップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・疾患別診療計画書～1/1付けで作成し、本人のサインをもらい、1/9（火）までにアップロードすること。※医師の評価は必要ない
＜利用者様情報＞

デイケア

・松倉　健一　様～時間になっても来所せず、連絡もない為電話連絡を実施。自宅に電話するが連絡取れず、姉様に電話をしている。「朝から何度も電話しやっと連絡がつき、今日は休むと言っていました」「昨日、何とか引っ張って日赤病院につれて行き、先生にも薬を飲むように説得してもらいました。病院に行ってきて疲れたんだと思います」との情報提供がある。今後もデイケアにて様子を見ていきつつ、何か気になることがある際には情報を教えて欲しいことを伝え、電話を終了している。
・福井　彩　　様～本日来所しており、「東海林紀子様と仲直りをした。自分の方から連絡し、お互いに思っていることを話し合った」と話している。今後も同じようなことを繰り返すのだろうが、その度に話し合っていこうと思っているとのこと。

・竹洞　聡　　様～本日体験利用している。病棟より連絡があり、デイケア利用開始は12/4（月）で、月～木の利用、訪問看護が金曜日、12/8開始予定となっている。

・上川原　豊　様～来所時、スタッフに服薬チェックの依頼をしており、スタッフ確認すると今朝までの処方薬の空包が揃っている。昼食後薬も昼食後直ぐに服用しており、デイケア内での忘薬はない様子が窺える。食事内容については「なんも大したもの食べてないよ」と話しており、野菜を摂取できているかを尋ねると「焼いたりして食ってる」と答えている。引き続き服薬状況や食事内容に注意し、必要であれば助言等を行っていく。
・繁名　和恵　様～久しぶりに来所しており、元気そうな様子でプログラムに参加している。

・小笠原　キワ様～本日、入居先の悠湯の里スタッフを通じて電話が有り、今週は休みたいとのこと。詳細を尋ねると、席を変えてみたりしたが、ゆっくりと折り紙をするという感じにはなれないことと、脳トレの九九の掛け算が嫌だと話していたとのこと。今週は欠席とするが、次週来所された際には、13時からスタッフが折り紙手芸を一緒に行い、作品が完成できるようにしていく。

・佐羽内　裕亮様～特定相談青明舎森様より連絡があり、就労支援を行っていくうえで、仕事のことで聞き取りを行いたいため、12/1（金）13時に訪問予定とし、青陽館の担当者にも同席してほしいとのこと。

・阿波　諒祐　様～しばらく利用しておらず、先週母様に連絡を取ったが、タイミングが悪く後日かけなおすこととしている。

・笹目子　誠　様～月1回の利用となっているが、エアロビクスに参加していることもある。自分から積極的にプログラムに参加することはなく、スタッフの促しにより参加している。他者との交流はほとんど見られていない。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所後、飲水量多く、介入している。また、しまむらのチラシが見たいと話し、落ち着かなくなったためチラシを取りに行っている。チラシを見ると落ち着き、その後はプログラムに参加している。
・田中　一　　様～来所時より寝不足を訴えて、静養室で休養している。「夜は2時間しか寝てない」と話しており、静養室で2時間ほど休養している。原因となるような出来事などはなく、布団に入っていたが寝付けなかったとのこと。今後も睡眠状況を確認していく。

・小向　武雄　様～転倒リスクが高く、介護保険を優先することとしており、介護施設への入所準備の為に青南病院に入院予定となっている。今は、甥様が保護者となっているが、入院にあたり弟様に保護者を変更するとのこと。12/9（土）に弟様が青風荘に来荘し、手続きを行う予定としている。その後、調整がつき次第、入院となる予定。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、多弁さ見られ、他者に文句をつけており介入していたとのこと。来所後も、多弁さ、声高さがあり、都度介入している。爪切りを所持しており、青風荘では自己管理だが土曜日のみに使うことにしているとのこと。青風荘での決まりを守れず、持ち歩いている為、決まりについて再度確認すると「知らなかった、次から気をつける」と話している。昼食後は他者への話し掛けは見られているが一方的に話し掛けており、何度も同じ内容の話を繰り返している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も適宜介入していく。
ナイトケア
・植村　廣隆　様～昨日来所しており、来月末に東京へ引越しをする件に関して詳細を尋ねている。遺産相続の都合で現在の自宅を空け渡すことに今月決まったため12月31日をもって空け渡すこととし、東京都板橋区の弟様の住んでいる家に父様と本人様の2人で引越す予定との事。現在の仕事は12月12日付で退職することに決まっており、引越しの件は主治医にも確認を取ってあるという。今後の通院先としては、新居の近くの病院を探し通院をしていき、就労に関しては新居近くのスーパーで障害者雇用で働くことを考えているようだが、楽観的で熟考している様子は感じられない。また、以前行っていたバンド活動を再開したいことを話しているが「来年の紅白歌合戦に出るので」等と非現実的な発言が聞かれている。別人格が現れる等の症状に関しては先日上司に怒られた際に現れたことがあるとの事だが、引越しという大きな環境変化のストレスにはきちんと通院をし服薬を順守することで対処していきたい気持ちを話している。今後については心配な事はなく、バンド活動や交際相手を探すこと等楽しみなことが多いとのことである。引越し前にナイトケアを利用出来そうな日が無く、28日で終了したい希望を話しており、これらのことを主治医に報告し、終了日を検討していく事としている。本日、主治医へ報告しナイトケア終了の指示を頂いたため、本日付でナイトケア終了となっている。

・村上　元道　様～最近、続けて利用しており、気分の高揚はなく、落ち着いてすごしている。
＜事例検討について＞

・慶長JGMが月間予定表を作成しているので、事例として取り上げてほしいケースや、勉強会の希望などがあれば、内容に反映させたいので、話してほしい。

・事例検討を行う際に、できないことや問題点ばかりに目が向きがちだが、良いところやできているところにも目を向け、情報共有を図っていくこと。

＜プログラムについて＞

・うつの疾病教室は12月よりテキストは準備しているが、現在参加者が少なく、利用日も分散しているため、個別に実施していく。今後、人数が集まってきたら、プログラムに時間を設けて行っていく。

＜食事発注ミスをなくするために＞

・最近、食事発注ミスが続いているため、どのようにすればミスなく発注できるのかについて、来週より確実にミスなく行っていくために、今週のカンファレンスを利用して話し合い、小嶋SGMへ報告すること。

＜事例検討会＞
川崎広幸様

性別：男性　年齢：42歳　診断名：アルコール依存症、アルコール性肝硬変

現病歴：20歳頃に初飲。大酒家で､殆ど農業をせず､自室に引きこもって日中から飲酒し、パチンコに依存して借金を繰り返した。H25年頃､肝機能障害により五戸総合病院へ入院。退院後､五戸総合病院(内科)への通院を継続。以後も連続飲酒状態で､自宅がゴミ屋敷状態になる､入浴もしないなど乱れた生活状況であった。身体状態も悪化し､食欲低下･体重減少･嘔吐･下痢･失禁等があった。叔母夫妻が保健師へ相談し、H28.9.9保健師の訪問が行われ､病院受診を勧められ､同日､みちのく記念病院を初診して入院。入院後､離脱せん妄状態となり1週間程隔離処遇がなされた。周囲に勧められて本人がアルコール依存症の治療を希望し､H28.11.1同院を退院し当院を初診し、同日当院1回目の入院。H29.3.1退院となりH29.3.14よりデイケアを利用開始となっている。

本人意向：断酒を継続したい。仕事をして人並みの生活をしたい。

目標：

［長期］断酒を継続し安定した生活・就労を目指す。

［中期］①対人緊張を和らげ対人交流技術の向上を目指す。また就労に向けてのイメージ作りを行う。

②生活能力の獲得を図る。金銭管理能力・家事能力の獲得を図る。

［短期］①素面での対人交流に慣れ対人緊張の緩和を図る。また同じアルコール依存症者との関係性の構築を図る。

②連続した不摂生な生活で失われた安定した生活リズム・体力の再獲得を図る。

③服薬・通院・通所をきちんと行い症状の再燃を防ぐ。

現状：

3月から利用開始し安定して断酒を継続できており、服薬を遵守できている。飲酒欲求は「全然飲みたいと思わなくなった」と話している。就労に関しての不安感が有り、家にいると「つい今後のことをいろいろと考えてしまって」と抑うつ的になりやすいようで日中を活動的に過ごすように自身で意識しているとのこと。現在は知人からの紹介でにんにく収穫の短期アルバイトを行っているが、今月で終了となるため今後の就労について障害者雇用を希望しているが、自身の得意な分野や進みたい職種について悩んでいる状況である。目標に関しては、人見知りしやすく緊張感が高く自身の気持ちを表現できない傾向に関しては、なじみのメンバーができた事も有り緊張感は和らぎ、プログラム内でも発言する場面も見られている。

⇒現状として断酒を継続出来ているが何らかのストレスが掛かり再飲酒した際にフォローが必要となっていく。就労に関しては特定支援相談所を探し、就労A型作業所を勧めていく。

